
　
　
　
問

に

答

ふ

■
山
岳
は
月
刊
に
や
發
行
所
及
定
價
を
知
り

た

し

（
T
M
生
）
□
年
三
回
、
横
濱
市
本
町
四
丁

目
仝
會
、
價

は

一定

せ
ず
■
一

佛
國
製
學
生
用

の
繪
具

は
使
用
に
堪

へ
ま
す
か
二
僕

の
友
人
に

て
木
炭
紙
に
水
彩
畫

を
書
く
者
あ
り
差
支
な
き

も
の
に
や
三
枯
草
の
色
は
何
色
に
て

描

く

や

（
紀
伊
、
久
楠
）
□
一
佛
國
製
學
生
用
の
繪
具
に

て
も
色

に
よ
り

て
使

え
る
も

の
と
使

へ
ざ
る
も

の
と
あ
れ
ど
概
し
て
使
用
し
て
差
支

ヘ
な
し
二

小
さ
な
作
品
淡
彩

の
如
き
に
は
妙
な
ら
む
も
少

し
重
複
し
た
作
に
は
適

せ
ざ
る
べ
し
三
枯
草
に

も
色

々
あ
り

一
概

に
は
言
は
れ
ざ
る
も
バ
ー

ン

ト

シ
ー
ナ
、
ラ
イ
ト
レ
ツ
ト
、
ヱ
ロ
オ
ー
カ
等

を

用

ひ
て
描

か
る
べ
し
■

文
部
省
展
覽
會
に
出
品

せ
し
西
洋
畫

の
繪

ハ
ガ
キ
は
全
部
あ
る
も
の
で

す
か

一
枚

の
値
段
と
發
行
所
を
問
ふ

（北
の
國

の
住
人
□
西

洋
畫
部
は
全
部
出
來

せ
ず
主
な
る

作
品
の
み
な
り

一
枚
三
銭
よ

り
五
銭
ま
で
色

々

あり
發
行
所
は
本
郷
區

湯
島
畫

報
社
其
他

に
て

も
發
行
せ
し
や
に
聞
く
本
會
便
利
部

に
て
も
取

次
ぐ
べ
し
■
近

々

（
冬
期
）
講
習
會

を
催

さ
れ

る
計
書

有
之
候

や
乞
御

一
報
（
き

よ
し
）
□
な

し

本
年

の
夏
期

は
何

と

か
計
畫

出
來
得

可
く
も
只

今

の
處

に
て
は

見
込
立

た
★

づ
■
一
繪

具
を
幾

度

も
重
れ

て
塗

る
と

ム
ラ
に
な

る
が
如

何
な

る

理
由
で

せ
う
か

二
ア
ン
ト

ワ
ー

プ
ブ

リ

ユ
と
プ

ル

シ
ア

ン
ブ

リ

ユ
と
は
何

れ

の
方

が
使

ひ
て
好

し

い
で
す

か
三
ガ
ン
ボ
ー
ジ

を
塗

る

と
繪

が
乾

ひ
て
か
ら
妙

に
光

る
が
如
何

な

る

も

の

に
や
（

S
、
0
生
）
□
一

下
塗

の
未

だ
乾

か
ぎ

る
内

に
上

へ
色

を
塗

る
か
ら
で

は
な

い
か
、
紙

の
惡

い
時

も
そ
ん
な

こ
と
が

あ
る
二
相
等

し
き
色

に
し
て

前
者
は
後
者

よ
り
淡

し

三
ガ

ン
ボ
ー

ジ

の
光

る

の
は
此
色

の
特
色

な
り
■

大

下
先
生

の
畫
集

は

發
行
し

ま
し

た
か
知
り
た

し
（
板
橋

の
畫
狂

）
□

未

だ
發

行

せ
ず
追

て

一
週
期

頃

に
出

し
た
き
希

望

あ
り
■
一

S
T
U
D
I
O

は
何
れ

の
本
屋

に

あ
り

や
二
パ
ス
テ

ル
畫

に
用
ゆ

る
繪
具

の
色
數

及
値
を
知

り
れ

し

（
大
阪

西
區

某

）
□
一

丸
善

―
大

坂
な

ら
ぱ

心
齋
橋
筋

に
あ
り
★

に
て
問

ひ

合

さ
る

ぺ
し
二

四

五
十
色

乃
至
百
餘

色
を
通

例

と
す

一
圓
位

ひ
か
ら

四
五
圓

ま
で
■

ラ
ツ

ク
は

安

き

も

の
な
き

か
あ
れ
ば
知
ら

せ

て
ほ

し

い
□

自
分
で
造

つ
て
使
う

よ
り
他

に
な

し
、
松
ヤ

ニ

を
瓶

に
五
分

の

一
位

い
入
れ

工
業

用
酒
精

（
ア

ル

コ
ホ
ル
と
も
云
ふ
）

を
注
ぎ

よ
く
溶
解
す
れ

ば

そ
れ

に
て
使

へ
得

べ
し
。

　
　
　
讀

者

の

領

分

口
廢
刋

!
と
覺
悟
し
て
居
た
「
み
づ
ゑ
」
が
刊
行

さ
れ
る

の
は
誠

に
う
れ
し

い
編
者

の
御
骨
折
を

謝
す
、
大
阪
支
部
は
如
何
な
さ
れ
た
の
で
す
か

大
隅
君
御
近
況
を
紙
上

へ

（
大
阪
市
富
岡
洗
帆

生
）
□
パ
レ
ツ
ト
評
判
記
は
吾

々
が
聞
か
ん
と

慾
す
る
實

に
有
益
な
る
も

の
な
り
諸
氏
も
同
感

で
し
よ
が
僕
は
切
に
毎
號
休
む
こ
とな
く
永
く
永

く
連
載
さ
れ
ん
こ
と

を
御
願

ひ
す
る

（
吉
田

一

二
三
）
□
先
生
大
下
師

の
死
―

私
は
本
統

と
思

ひ
ま
せ
ん
何
だ
か
再
た
逢

へ
る
時
が
あ
る

や
う

に
思
は
れ
て
な
り
ま
せ
ん
、
今
年
の
講
習
會
に

出
席
し
で
居
た
ら
ば
最
後

の
御
目
に
か
ゝ
れ
た

の
で
し
や
う
が
―
私
は
何
故
あ
の
講
習
會
に
限

つ
て
御
目
に
か
ゝ
れ
な
か
つ
た
―
實

に
殘
念
に

堪

へ
ま
せ
ん
皆
樣

同
惜
し

て
く
だ
さ

い

（
金
澤

K
L
）
□

大
下
先
生
の
パ

レ
ッ
ト
を
評
判
記
に

書

い
て
く
だ
さ

い
ま
せ
ん
か
、
そ
し
て
古

い
逸

話
も
載
せ
て
く
だ

さ

い
御
願
ひ
で
す
（
愛
讀

子
）



□口
繪

原
色
寫

眞
版

三
宅
氏

の

「
カ
イ

ロ
」
は

昨
年
歐

州
旅

行
中

の
作

品

に
し
て
埃

及

ナ
イ

ル

河

口
の
寫

生
、
紙

は
粗

面

の
ワ

ツ
ト

マ
ン
、
石

川

氏

の

『
台
灣

の
町
』

は
ワ
ツ

ト

マ
ン
九

ッ
切

大
、
大

下
氏

の
『
早
春

』
は

四
ッ
切
大
越

後
妙
高

山
附

近

の
寫

生
な

り
、
藤

田
氏

の
『
松
江

大
橋
』

は
四

ッ
切

大

の
繪

に
て
昨
夏
松

江
講

習
會

に
於

て
寫

生

せ
ら
れ
し
も

の
。

□
本
號

の
表

紙
は
相

田
寅
彦

氏

の
圖
案

な
り
。

□

次
號

の
記
事

と
し

て
石
川
寅
治
氏

の
靜

物
畫

の
話

し
を
載
す

る
筈

な
れ
ど
も

一
月

は
旅

行

に

差

支

へ
多

け

れ
ば

三
月
號

よ
り
連

載

を
乞

べ
し

眞
野
氏

の
透
視
畫

法
續

、
服

部
嘉
香
氏

の
ナ
イ

ト
氏

の
繪
畫

概
論
矢
代
氏

の
偉

大
な

る
繪

と
は

何
、

石
川
欽

一
郎
氏

の
水
彩
繪

具

の
談

、

ス

ッ

デ
★

紹

介
、

大

下
氏

の
日
記
抄

に
替
へ

る

に

畫
樂
苦

多
日
記
を

以
て
し

、
遣

稿

と
し
て
は
飯

坂

と
★

原
等
を
揚
載
す

べ
し
。

□
茨

號

の
挿
繪

に
は
大

下
氏
、

赤

城
氏
、
眞
野

氏
、

の
三
枚

と
今

一
枚
未

定
の
も

の
と
都

合
四

枚

の
原
色
寫

眞

版
及
び
其

他

の
寫
眞

版
を
掲

ぐ

　
　
　
■
■
■

□
日

本
水
彩
畫
會

々
友
規
定
を
廢

し
て
春
鳥
會

々
員
規
定
を
制
定
仕
り
爾
後

は
之
れ
に
よ
り
會

務
を
處

理
す
べ
き
に
つ
き
此
段
御
承
認
相
成
度

候□
爾
後
は
從
來
の
春
鳥
會
會
友
を
時
別
會
員
に

日
本
水
彩
畫
會

々
友
は
正
會
員
に
、
直
接
讀

者

て
會
友
と
改
稱

仕
り
候
、
其
他
は
總

て
從
前

の

規
定
と
異
な
る
こ
と
無
之
候
　
　
　
　
　

□
改
正
の
本
會

々
員
規
定
は
本
誌
廣
告

の
中
に

納
め
有
之
候
故
御

一
覽
の
上
不
可
解

の
點
は
御

照
會
相
成
度
候

□
大
下
家
よ
り
例
年

の
通
り
諸
氏
よ
り
の
年
賀

状

に
對
し
御
答
禮
申
上
可
き
筈

に
候

へ
共
喪
中

に
つ
き
缺
禮
仕
可
候
由
此
段
御
承
知
被
下
度
候

□
日
本
水
彩
畫
會

の
新
年
會
は

一
月

二
十
八
日

の
月
次
會
當
日
を
以
て
催
さ
る
由

□
誌

代
其
他
の
御
送

金
は
爾
後
振
替
口
座
東
京

六
九
六
三
番
目春
鳥
會
大
下
春
子
に
宛

て
拂
込
相

成
度
御
注
意
申

上
候
　
　
　
　
　
　
　
　

□
需
供
案
内

に
掲
出
す
べ
き

物
件
は
發
行
の
前

月
十
日
迄

に
必
ず
御
送
り
下
し
置
か
れ
度
候

□
巻

尾
添
付
の
會
員
名
薄
は
數
月
間

誌
代
拂
込

な
き
方
を
退
會
と
見
做

し
調
製
仕
り
候

ヘ
共
此

際
再
び
引
續

き
御
愛
讀

被
下
候
は
ゞ
會
員
の
資

格
に
復
し
申
可
候
　
　
　

正 　 　 　 賀
旦 元 年 五 十 四 治 明

（
イ

ロ

ハ
順

）
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